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編集・発行 松原市議会 〒580-8501  阿保１丁目１番１号  TEL 334-1550 

ＮＯ．１７３ 令和元年１２月１日 

令和元年第２回定例会概要 

〇会期  令和元年９月９日から１０月４日まで（２６日間） 

〇議案  １５件 〇認定  １４件 〇議会議案  ４件 

Ｐ．２～Ｐ．３   議案に対する質疑 

           議決結果一覧 

Ｐ．４～Ｐ．８   一般質問（個人質問） 

Ｐ．８        委員会協議会での一般質問 

           令和元年第３回定例会日程（予定） 

Ｐ．９～Ｐ．１２   決算特別委員会での質疑内容 

主 な 内 容 

写真構成：鍋谷 悟 議員 

イ ベ ン ト で 盛 り 上 げ て く だ さ っ た Ｄ ａ ｎ ｃ ｅ Ｓ ｔ ｕ ｄ ｉ ｏ  Ｍ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ の み な さ ん 

市議会の寄附・虚礼等の廃止について 

松原市議会では、議員名及びその家族名による次の行為

に対して申し合わせています。 

市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

記 

① 葬儀に際しての香典・樒・供花・供物は提供しない。 

② 年始等の時候の挨拶状は出さない。また、中元や歳暮時 

  の贈答はしない。 

③ 無料であっても、新聞・雑誌等へ挨拶を目的とする名刺 

  広告は掲載しない。 

④ 各種行事及び慶弔等に関する電報及びメッセージ等は送 

  らない。 

⑤ 各種団体等の行事に対して、寄附・寸志等をしない。 

※ただし、親族に対する冠婚葬祭に関するものは除きます。 
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

令

和

元

年

度

松

原

市

一

般

会

計 
補

正

予

算

（

第

２

号

） 

松
原
市
民
松
原
図
書
館
解
体
撤
去
事
業 

問 

現
図
書
館
の
解
体
に
係
る
予
算
の
積
算
根
拠
に
つ
い
て  

 

答 

保
健
セ
ン
タ
ー
の
解
体
費
用
か
ら
そ
の
後
の
人
件
費
の

上
昇
率
と
し
て
３
割
ほ
ど
上
乗
せ
し
積
算
し
て
い
る
。  

問 

現
図
書
館
解
体
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て  

答 

議
案
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
入
札
な
ど
を
進
め
、
令
和
２
年

３
月
か
ら
の
解
体
工
事
開
始
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
て
い
る
。 

問 

現
図
書
館
を
解
体
せ
ず
に
利
用
す
る
こ
と
は
検
討
し
た
の
か
。 

答 

改
修
に
か
か
る
費
用
や
活
用
を
希
望
す
る
部
署
が
あ
る

か
な
ど
検
討
し
た
。  

問 

金
銭
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、
現
図
書
館
を
解
体
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
理
由
は
？ 

答 

現
図
書
館
を
民
間
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
し
た
中
で
、
現
図
書
館
を
改
修
し
て
民
間
が
活
用
す

る
の
は
困
難
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
解
体
す
る
こ
と
と
し
た
。 

問 

現
図
書
館
が
解
体
さ
れ
た
跡
地
利
用
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
議
論
を
し
て
い
く
の
か
。  

答  

色
々
な
角
度
か
ら
し
っ
か
り
議
論
を
し
、
に
ぎ
わ
い
を
も

た
ら
す
も
の
や
新
た
な
財
源
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
も
の
な

ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
が
跡
地
の
有
効
活

用
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。  

（そ
の
他
の
質
疑
） 

▽
現
図
書
館
を
解
体
す
る
決
定
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
に
議
会
・市
民
の
声
を
反

映
さ
せ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て  

▽
現
図
書
館
を
解
体
す
る
た
め
の
国
庫

補
助
金
等
の
有
無
に
つ
い
て  

議 案 の 質 疑 に つ い て は 以 下 の と お りで す！ 

「
松
原
市
新
図
書
館
建
設
に
係
る
事
業
者
選
定
委
員
会
」に
つ
い

て
は
、
所
掌
の
任
務
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
廃
止
す
る
も
の
。
ま

た
、
新
図
書
館
完
成
後
の
松
原
市
民
松
原
図
書
館
用
地
の
活
用
に

つ
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
民
間
か
ら
の
幅
広
い
提
案
を

募
集
す
る
た
め
、
「
松
原
市
民
松
原
図
書
館
用
地
の
活
用
に
係
る

事
業
者
選
定
委
員
会
」を
設
置
す
る
も
の
。  

問 

民
間
に
提
案
を
求
め
る
こ
と
の
方
が
良
い
と
い
う
結
論
に

な
っ
た
理
由 

。 

答 

広
い
意
味
で
捉
え
れ
ば
民
間
と
い
う
の
は
企
業
も
あ
れ

ば
松
原
市
民
も
指
す
と
考
え
、
市
民
の
声
も
聞
き
な
が
ら
松

原
市
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
を
選
択
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

民
間
に
求
め
る
も
の
。  

 

問 

公
平
性
、
正
当
性
、
透
明
性
を
踏
ま
え
て
、
選
定
委
員
会

に
つ
い
て
改
善
を
行
っ
た
点  

答 

幹
事
会
の
よ
う
な
も
の
は
設
け
ず
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
直
接
選
定
委
員
会
に
お
い
て
公
正
な
審
査
が
で

き
る
よ
う
に
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
も
の
。 

問  

市
民
図
書
館
の
解
体
に
係
る
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
な
ぜ
、
現
図
書
館
の
用
地
の
活
用
に
係
る
事
業
者 

選
定
委
員
会
に
つ
い
て
の
議
案
が
上
程
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て 

答 

解
体
の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
の
ち
速
や
か
に
跡
地 

利
用
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
同
時
に
上
程
し
た
。  

問 

市
と
し
て
現
在
一
体
的
な
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
に
お 

い
て
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
る
の
か 

。 

答 

プ
ー
ル
、
体
育
館
、
教
育
施
設
、
公
園
が
あ
り
、
市
の
中
心
部

で
も
あ
る
ゾ
ー
ン
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な
施
設
が
き
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
る
。  

問 

施
設
の
募
集
に
あ
た
り
具
体
的
な
内
容
を
示
さ
な
い
の
か 

。 

答 

い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
求
め
る
た
め
、
範
囲
を
狭
め
ず
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。  

執
行
機
関
の
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を

改

正

す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て 

松
原
市
民
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
条
例
を 

廃

止

す

る

条

例

制

定

に

つ

い

て  

今
年
度
の
新
図
書
館
開
館
に
伴
い
、
松
原
市
民
松
原
図
書
館

を
解
体
、
更
地
に
し
、
松
原
市
民
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
を
廃
止

す
る
こ
と
か
ら
松
原
市
民
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
。  

問 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か 

。 

答 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
施
設
自
体
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、

現
図
書
館
の
本
館
も
耐
震
化
の
問
題
で
使
う
こ
と
が
で
き

ず
、
新
た
な
図
書
館
を
建
て
る
こ
と
か
ら
、
解
体
す
る
。
そ
の
か

わ
り
、
テ
ン
ト
版
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
の
天
体
観
測
的
な
イ

ベ
ン
ト
を
市
民
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

問 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
機
器
本
体
は
か
な
り
老
朽
化
し
て
い

る
が
補
修
す
れ
ば
稼
働
す
る
状
況
に
あ
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
す
ぐ
さ
ま
条
例
を
廃
止
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。  

答 

出
前
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い
る
が
、

今
後
、
施
設
と
し
て
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
を
持
つ
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
の
で
条
例
を
廃
止
し
た
い
。  

（そ
の
他
の
質
疑
） 

▽
平
成
26
年
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
稼
働
を
休

止
し
た
原
因
に
つ
い
て 

▽
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
再
稼
働
す
る
た
め
の

費
用
の
試
算
に
つ
い
て  

問 

事
業
者
選
定
委
員
会
の
委
員
の
人
選
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て 

答 

外
部
委
員
に
つ
い
て
は
、
松
原
市
を
よ
く
理
解
し
、
専
門
的

な
知
識
を
持
っ
た
方
で
松
原
を
愛
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
選
び

た
い
。
内
部
委
員
に
つ
い
て
は
、
部
長
級
で
あ
れ
ば
一
定
視
野

の
広
い
審
査
が
行
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。  

（そ
の
他
の
質
疑
） 

▽
外
部
委
員
の
人
選
及
び
そ
の
基
準
に
つ
い
て  
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

議長 篠本雄嗣（自由民主党）は通常採決には加わりません。
賛否同数の時のみ可否を決定します。 

※
議
員
（
委
員
）
の
質
疑
内
容
を
掲
載
し
た

も
の
で
あ
り
、
答
弁
を
含
む
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▽
基
金
の
累
計
額
及
び
介
護
保
険
料
へ
の
反

映
に
つ
い
て 

令

和

元

年

度

松

原

市

介

護 
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）  

▽
「
耐
火
建
築
物
等
」「
準
耐
火
建
築
物

等
」
に
は
、
建
築
基
準
法
第
62
条
第
１
項
の

政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
建

築
物
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て  

▽
耐
火
建
築
物
等
、
準
耐
火
建
築
物
等
で
あ

る
こ
と
を
誰
が
判
断
す
る
の
か
。  

▽
建
築
に
係
る
許
認
可
の
流
れ
に
つ
い
て  

松
原
市
南
部
大
阪
都
市
計
画
国
道

３
０
９
号
沿
道
地
区
地
区
計
画
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正 

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て  

                

                会派・議員名 

   

  議   案      

公明党 自由民主党 日本共産党 
まつばら 

未来 

大阪 

維新の会 

無

所

属 
結果 依

田
眞
美
子 

河

内

 

徹 

中

尾

良

作 

三
重
松
清
子 

中

田

靖

人 

篠

本

雄

嗣 

紀

田

 

崇 

池

内

秀

仁 

植

松

栄

次 

野
口
真
知
子 

福

嶋

光

広 

森

田

夏

江 

河

本

晋

一 

松

井

育

人 

鍋

谷

 

悟 

平

野

良

子 

田

中

厚

志 

令和元年度松原市一般会計補正予算（第２号）  〇 〇  〇 〇 〇  － 〇  〇  ×  ×  ×  × 〇  〇  〇  〇  〇 可決 

執行機関の附属機関設置条例の一部を改正する条例制定について 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決 

松原市民プラネタリウム館条例を廃止する条例制定について 〇 〇  〇 〇 〇  － 〇  〇  ×  ×  ×  × 〇  〇  〇  〇  〇 可決 

平成３０年度松原市一般会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決 

平成３０年度松原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇  〇 〇 〇  － 〇  〇  ×  ×  ×  × 〇  〇  〇  〇  〇 可決 

平成３０年度松原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 可決 

令和元年第２回定例会に付議された議案等の議決結果は以下のとおりです。 

〇令和元年度松原市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

〇令和元年度松原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

〇平成30年度松原市水道事業会計決算認定について  

〇平成30年度松原市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

〇平成30年度松原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に 

  ついて 

〇平成30年度丹南財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

〇平成30年度若林財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

〇平成30年度岡財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

〇平成30年度大堀財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

〇平成30年度小川財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

〇平成30年度一津屋財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

〇平成30年度別所財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

〇平成30年度田井城財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

〇松原市印鑑条例の一部を改正する条例制定について 

〇松原市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

〇松原市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定について 

〇一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 

〇松原市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例制定について 

〇松原市手数料条例の一部を改正する条例制定について 

〇松原市南部大阪都市計画国道３０９号沿道地区地区計画の区域内における建築物の制  

  限等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

〇松原市上下水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する 

  条例制定について 

〇松原市消防団条例の一部を改正する条例制定について 

〇農業委員会委員の任命について 

〇田中厚志議員に対する問責決議 

〇水産業の体質強化を求める意見書 

〇太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求める意見書 

〇北朝鮮による弾道ミサイル発射に対する抗議決議 

〇水産業の体質強化を求める意見書 

〇太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求め 

  る意見書 

〇北朝鮮による弾道ミサイル発射に対する抗議決議 

市議会から国会や関係省庁に対し 

意見書や抗議決議を提出しました！ 
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

  

      

 

問 

介
護
認
定
に
お
け
る 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
必
要
時

間
の
決
定
は
利
用
者
の
生
活

の
質
が
決
定
す
る
重
要
な
こ

と
で
す
。認
定
結
果
が
出
る
ま

で
の
日
数
及
び
過
程
は
？ 

答 

訪
問
調
査
結
果
、
主

治
医
の
意
見
書
を
も
っ
て

認
定
審
査
会
に
諮
り
決
定

し
て
お
り
、
平
均
で
約 

39
日
要
し
て
い
る
。 

問 

主
治
医
意
見
書
が
な

い
場
合
や
結
果
が
出
る
ま

で
に
重
篤
と
な
っ
た
場
合

の
対
応
は
？ 

答 

意
見
書
は
必
須
。
ま

た
、
緊
急
を
要
す
る
場
合

は
一
定
配
慮
し
て
い
る
。 

問 

介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
て
19
年
、
保
険
料
の

推
移
・
被
保
険
者
数
・
認
定

者
数
は
？ 

答 

平
成
12
年
当
初
は
３

千
２
９
４
円
、
現
在
は
６
千

４
０
円
。
被
保
険
者
数
は

当
初
１
万
９
千
８
３
０
人
、

現
在
は
３
万
５
千
８
１
７
人
。

認
定
者
数
は
当
初
２
千
５
５

３
人
、
現
在
７
千
３
３
９
人
。 

問 

保
険
料
滞
納
者
に
差

し
押
さ
え
な
ど
強
制
的
な
徴

収
を
実
施
し
て
い
な
い
か
？ 

答 

状
況
に
応
じ
き
め
細

や
か
に
対
応
し
て
い
る
。 

問 
介
護
保
険
の
低
所
得

者
軽
減
は
？ 

答 

６
月
の
条
例
改
正
の

中
で
10

月
か
ら
軽
減
措

置
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。 

問 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
の
費
用
負
担
割
合
は
？ 

答 

現
在
、
１
～
３
割
の
費

用
負
担
と
な
っ
て
い
る
。 

問 

総
合
事
業
が
開
始
さ

れ
て
２
年
半
、
利
用
者
・事
業

者
に
つ
い
て
の
実
態
は
？ 

答 

利
用
者
の
幅
が
広
が

り
、事
業
所
も
広
い
視
点
で
の

助
言
等
を
い
た
だ
い
て
い
る
。 

問 

介
護
職
員
処
遇
改
善

加
算
に
つ
い
て 

答 

事
業
所
に
支
給
さ
れ
、
介
護

職
員
の
賃
金
改
善
に
充
て
る
こ

と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
。 

 

問 

ぐ
る
り
ん
号
の
運
行

状
況
に
つ
い
て 

答 

バ
ス
４
台
で
１
日
あ

た
り
33
便
の
運
行
。 

        
 昨

年
の
10
月
議
会
に
お
い

て
、
「
図
書
館
の
廃
止
を
前

提
と
し
な
い
」と
し
て
い
た

が
、
路
線
を
変
更
。
松
原
図

書
館
も
「
地
域
の
方
の
ニ
ー

ズ
把
握
に
努
め
、
多
く
の
方

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活
用

方
法
に
つ
い
て
、
検
討
を
進

め
て
い
く
」と
、
答
弁
な
さ
れ

て
い
る
。 

市
長
の
わ
が
党
の
質
問
へ
の

答
弁
は
、
欺
瞞
的
な
答
弁
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

問 

市
議
会
に
欺
瞞
的
な
答

弁
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
責
任
を
取
ら

れ
る
の
か
？ 

 

答 

現
松
原
図
書
館
を
解

体
し
、
今
後
、
賑
わ
い
の
あ

る
施
設
に
し
て
い
き
た
い
こ

と
は
、
議
論
の
中
で
今
ま
で

説
明
し
て
き
た
。 

問 

「
地
域
の
方
の
ニ
ー
ズ

把
握
」に
努
め
ら
れ
た
の
か
。 

答 

民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
広

く
求
め
、
そ
れ
が
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
か
評
価

し
た
中
で
、
さ
ら
に
賑
わ
い

の
あ
る
場
所
と
し
て
い
き

た
い
。 

 

問 

高
学
年
の
小
学
生
や
若

年
層
の
居
場
所
に
も
な
る

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
再
開
存

続
を
願
う
が
？ 

答 

現
図
書
館
が
備
え
た
機

能
以
上
を
持
っ
た
新
し
い
図

書
館
を
建
設
し
て
い
る
の
で
、

現
図
書
館
の
施
設
を
図
書

館
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は

な
い
。プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
市

民
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、新
図
書

館
内
で
応
え
る
。 

問 

宇
宙
が
注
目
さ
れ
て
い

る
今
、
松
原
の
子
ど
も
た
ち

に
星
空
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

欲
し
い
。 

答 

今
の
機
能
、
市
民
の
財

産
を
維
持
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
す
ば
ら
し
い
新
図
書
館

を
建
て
る
こ
と
で
保
障
で

き
る
。 

 

   

     

問 

昨
年
の
火
災
件
数
は
？ 

答 

火
災
件
数
は
22
件
で

消
防
本
部
発
足
以
来
過

去
最
少
と
な
っ
て
い
る
。 

問 

火
災
の
中
で
最
も
多

い
出
火
原
因
に
つ
い
て
問

う
。 

答 

最
も
多
い
の
は
コ
ン
ロ

が
原
因
と
な
る
火
災
で
、

次
い
で
、
た
ば
こ
・
放
火
と

な
っ
て
い
る
。 

問 

原
因
が
わ
か
れ
ば
対

策
は
で
き
る
。
市
民
へ
の

啓
発
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

消
防
訓
練
や
防
火
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
の
コ
ン
ロ
火

災
再
現
実
験
の
実
施
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
動
画
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
わ
か

り
や
す
い
広
報
を
心
が

け
、
火
災
予
防
の
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。 

問 

今
回
の
京
都
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
火
災
を
受
け
て

本
市
で
も
こ
の
よ
う
な
放

火
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
消
防
は
ど
の
よ
う
な

事
を
さ
れ
た
の
か
。 

答 

市
内
全
て
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
ガ
ソ
リ
ン
の

小
分
け
販
売
時
の
注
意
を

促
す
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
す
る
と
と
も
に
販
売
時

の
安
全
対
策
と
防
火
管
理

の
徹
底
を
申
し
入
れ
た
。 

問 

ガ
ソ
リ
ン
の
小
分
け

販
売
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の

生
活
に
身
近
で
は
あ
る

が
、
危
険
な
物
だ
と
認
識

し
て
い
る
人
は
少
な
い
と

思
う
。
ガ
ソ
リ
ン
を
利
用

す
る
う
え
で
の
注
意
点
を

問
う
。 

答 

ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気
は

空
気
よ
り
重
く
少
し
の
窪

み
や
穴
な
ど
に
溜
り
や
す

い
。
ラ
イ
タ
ー
や
静
電
気
、

火
花
な
ど
に
よ
っ
て
引
火

す
る
危
険
性
が
あ
る
。 

問 

今
後
も
火
災
予
防
の

取
組
み
を
推
進
し
、
火
災

の
な
い
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。 

答 

日
頃
か
ら
市
民
に
注

意
喚
起
を
行
い
、
地
域
と

協
働
で
火
災
予
防
の
啓
発

に
取
り
組
み
、
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。 

本定例会では以下の議員が個人質問されました！ 

無所属 

田中 厚志 

日本共産党 

植松 栄次 

日本共産党 

野口 真知子 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て 

ぐ
る
り
ん
号
に
つ
い
て 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
存
続
を
！ 
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問 

今
年
度
の
成
果
と
課

題
解
決
に
向
け
た
状
況
把

握
は
？  

答 

６
月
か
ら
全
て
の
児

童
・
生
徒
が
空
調
の
き
い

た
教
室
で
授
業
を
受
け
、

学
習
環
境
の
整
備
を
行
っ

た
。
こ
の
夏
の
期
間
終
了

後
、
空
調
の
活
用
状
況
を

検
証
し
た
い
と
考
え
る
。 

問 

学
校
は
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空

調
の
効
く
部
屋
で
の
避
難

は
可
能
か
？  

答 

教
育
委
員
会
、
学
校

側
と
調
整
を
行
い
、
熱
中

症
等
も
考
慮
し
、
空
調
設

備
の
あ
る
教
室
な
ど
に
体

調
不
良
の
方
な
ど
を
避
難

さ
せ
る
事
は
考
え
て
い
る
。 

  

問 

来
年
度
か
ら
小
学
校

で
の
英
語
の
授
業
時
間
が

増
え
る
が
、
※1

Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置

や
人
数
の
あ
り
方
等
、
見

直
し
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
？ 

答 

Ａ
Ｌ
Ｔ
や
英
語
指
導

協
力
員
の
効
果
的
な
配
置

の
研
究
を
進
め
、
児
童
・

生
徒
が
楽
し
く
学
べ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。 

問 

小
中
９
年
間
を
見
通

し
た
英
語
指
導
に
つ
い
て

は
？ 

答 

９
年
間
の
学
び
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
、

小
・
中
学
校
の
教
員
が
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。 

問 

小
学
校
と
中
学
校
の

生
徒
指
導
の
現
状
と
違
い

に
つ
い
て
は
？ 

答 

小
学
校
は
、
生
徒
指

導
の
担
当
が
学
級
担
任
を

兼
任
す
る
場
合
が
多
く
、

中
学
校
は
、
専
任
の
生
徒
指

導
担
当
が
指
導
し
て
い
る
。 

問 

今
年
度
増
員
さ
れ
た

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
効
果
は
？ 

答 

ケ
ー
ス
対
応
会
議
に

入
り
、
状
況
を
ア
セ
ス
メ

ン
ト
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
増
員
に
よ
り
一
つ
一

つ
の
事
案
の
対
応
に
時
間

を
か
け
て
じ
っ
く
り
臨
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

          

問 

近
年
多
発
し
て
い
る

台
風
な
ど
自
然
災
害
へ
の

備
え
、
公
共
施
設
や
道
路

な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
、

少
子
化
対
策
な
ど
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
と
い
っ
た
新

た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
中
、
本
市

の
財
政
状
況
は
？ 

答 

平
成
30
年
度
は
社
会

保
障
関
連
経
費
、
災
害
復

旧
経
費
な
ど
歳
出
面
で
の

増
加
要
因
に
加
え
、
歳
入

面
で
は
、
各
種
交
付
金
の

減
少
な
ど
厳
し
い
要
因
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改

革
の
確
実
な
実
施
、
徴
収

率
向
上
に
よ
る
市
税
収
入

の
増
加
な
ど
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
た
結
果
、

健
全
財
政
を
堅
持
で
き
た
。 

問 

中
長
期
的
な
視
点
か

ら
、
行
財
政
運
営
の
展
望

に
つ
い
て
問
う
。 

答 

企
業
誘
致
、
雇
用
環

境
の
拡
充
、
観
光
誘
客
に

よ
る
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
や
、
子
育
て
世
帯
の
定 

住
促
進
施
策
な
ど
を
進
め
、 

財
源
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。 

  

問 

魅
力
あ
る
地
域
資
源

を
活
用
し
、
市
内
外
の
多

く
の
人
に
、
本
市
の
様
々

な
魅
力
に
触
れ
て
頂
く
事

は
重
要
で
あ
る
。
人
の
に

ぎ
わ
い
で
活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
を
目
指
す
上
で
、
松

原
市
観
光
協
会
の
取
り
組

み
状
況
は
？ 

答 

市
域
の
「
食
べ
る
・見

る
・体
験
す
る
」を
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
化
し
た
「
ま
つ
ば
ら

よ
ろ
し
お
あ
が
り
旅
」を
10

月
よ
り
開
始
す
る
。 

問 

観
光
事
業
は
、
実
施

し
て
す
ぐ
に
結
果
は
で
な

い
。
い
か
に
持
続
、
継
続
し

て
い
く
か
が
重
要
と
考
え

る
が
？ 

答 

市
民
や
事
業
者
が
企

画
段
階
か
ら
主
体
的
に
参

加
し
、
市
内
全
域
で
松
原

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
盛

り
上
げ
て
い
け
る
工
夫
を

考
え
て
い
き
た
い
。 

   

     

   

問 

保
護
者
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
説
明
解
説
を
し

た
の
か
。 

答 

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
を 

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
教
育
協
議

会
の
総
会
な
ど
保
護
者
が

集
ま
る
機
会
に
、
子
ど
も

た
ち
が
新
た
に
学
ぶ
内
容

等
を
中
心
に
お
伝
え
し
て

い
る
。
ま
た
、
学
校
だ
よ

り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

日
々
発
信
し
て
い
る
。 

問 

指
導
要
領
の
告
示
か

ら
２
年
間
の
移
行
期
間
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
の
か
。 

答 

教
職
員
対
象
の
新
学

習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
理

解
を
深
め
る
研
修
や
そ
れ

を
具
体
的
に
実
現
す
る
た

め
の
授
業
研
究
等
を
進
め

て
き
た
。 

問 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
こ
そ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
っ
て

く
る
が
取
り
組
み
を
問

う
。 

答 

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
情
報
教
育
の
手
法

を
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
目
的
を
持
っ
て

学
習
課
題
を
意
識
し
て
効

果
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。 

問 

今
後
の
指
導
要
領
改

訂
時
に
教
育
現
場
が
円
滑

に
進
む
取
り
組
み
が
必
要

だ
が
ど
う
か
。 

答 

文
部
科
学
省
の
中
央

審
議
会
に
お
け
る
今
後
の

審
議
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。 

  

※2

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
技
術

を
有
効
活
用
し
、
人
材
や

デ
ー
タ
が
集
積
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
自

治
体
を
再
定
義
し
競
争
力

を
図
り
、
地
域
課
題
解
決 

の
一
助
と
す
べ
き
。 

問 

情
報
政
策
に
特
化
し

た
部
署
を
新
設
す
る
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
。 

答 

今
後
、
研
究
し
て
い

く
。 

本定例会では以下の議員が個人質問されました！ 

自由民主党 

中田 靖人 

まつばら未来 

河本 晋一 

まつばら未来 

松井 育人 

学
校
の
空
調
設
備
に
つ
い
て 

学
校
教
育
活
動
の
充
実
に

つ
い
て 

市
の
財
政
状
況
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て 

松
原
プ
レ
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て 

２
０
２
０
年
度
よ
り
小
学
校

に
て
実
施
さ
れ
る
新
学
習

指
導
要
領
に
つ
い
て 

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
に

つ
い
て 

※1 

Ａ
Ｌ
Ｔ
＝
外
国
語
指
導
助
手
の
こ
と 

※2 

Ａ
Ｉ
＝
人
工
知
能
の
こ
と 

 

Ｉ
ｏ
Ｔ
＝ 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ 

ｏ
ｆ 

Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
の
略
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
端
末
自
体
の
こ
と
。 
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問 

台
風
が
接
近
し
た
場

合
の
情
報
の
伝
達
方
法
で

ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ 

ト
の
ほ
か
に
あ
る
か
？ 

答 

一
定
の
事
前
登
録
者
に

避
難
情
報
を
電
話
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
提
供
し
て
い
る
。 

問 

情
報
を
受
け
た
時
の
行

動
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
対
策
は
？ 

答 

防
災
マ
ッ
プ
や
広
報
、

出
前
講
座
な
ど
に
よ
り
周

知
し
て
い
る
。 

問 

避
難
所
と
な
る
学
校
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
べ
き
。 

答 

体
調
不
良
の
方
な
ど

を
エ
ア
コ
ン
設
置
教
室
な
ど

に
避
難
さ
せ
る
こ
と
は
考

え
て
い
る
。 

問 

避
難
所
と
な
る
学
校
の

校
舎
の
ト
イ
レ
も
使
え
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
。 

答 

必
要
に
応
じ
、
校
舎
の

洋
式
ト
イ
レ
な
ど
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

問 

災
害
ご
み
処
理
に
つ
い

て
の
全
市
民
へ
の
周
知
徹
底

を
。 

答 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
会

回
覧
板
な
ど
に
よ
り
、
今

後
も
わ
か
り
や
す
い
周
知

に
努
め
る
。 

問 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

取
り
組
み
は
？ 

答 
受
付
を
社
会
福
祉
協

議
会
で
行
っ
て
お
り
、
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

問 

被
災
者
見
舞
金
や
税
、

国
保
料
な
ど
の
減
免
制
度

を
充
実
す
べ
き
。 

答 

被
害
状
況
に
よ
り
税

な
ど
の
減
免
や
災
害
見
舞

金
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
内
容
に
よ
り
税
の
雑

損
控
除
の
対
象
と
な
る
。 

  

問 

職
員
が
減
り
、
慢
性
的

な
人
員
不
足
で
病
欠
者
が

生
ま
れ
て
い
る
。
対
策
を
。 

答 

人
事
担
当
や
関
係
部

局
で
協
議
し
、
業
務
内
容
に

よ
り
職
員
配
置
し
て
い
る
。 

問 

受
注
業
者
の
も
と
で
働

く
人
の
給
料
、
労
働
条
件
に

目
配
り
し
た
対
策
を
と
る

べ
き
だ
。 

答 

国
の
動
き
が
あ
れ
ば
、

注
視
し
て
い
き
た
い
。 

   

     

  

問 

大
堀
に
計
画
中
の
道
路

休
憩
施
設
に
つ
い
て
市
と
し

て
の
取
り
組
み
は
？ 

答 

道
路
休
憩
施
設
の
建

設
に
関
す
る
上
下
水
道
の

整
備
等
を
行
っ
た
。 

問 

未
整
備
の
大
和
川
河

川
敷
の
活
用
推
進
を
！ 

答 
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
ン
を
含

め
た
活
用
が
実
現
す
る
よ

う
大
阪
府
な
ど
の
関
係
機

関
に
働
き
か
け
る
。 

問 

堺
市
の
「
か
わ
ま
ち
づ

く
り
計
画
」を
参
考
に
大
和

川
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
を
実
現

し
観
光
誘
客
を
！ 

答 

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
の
実

現
に
む
け
府
を
通
じ
て
国
へ

要
望
す
る
。 

問 

市
道
若
林
・小
川
線
の

南
へ
の
延
伸
を
早
期
実
現

し
、
地
域
の
発
展
に
！ 

答 

本
市
東
部
の
交
通
利

便
性
や
防
災
機
能
の
向
上

の
た
め
引
き
続
き
南
伸
を

進
め
て
い
き
た
い
。 

問 

ゴ
ミ
焼
却
施
設
建
設
を

予
定
し
て
い
た
跡
地
利
用
に

つ
い
て
の
計
画
は
？ 

答 

多
く
の
人
が
集
う
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
増
進
等
の

施
設
整
備
を
行
っ
て
い
く
。 

  

問 

進
捗
状
況
と
今
後
の 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？ 

答 

事
業
化
検
討
パ
ー
ト 

ナ
ー
が
選
定
さ
れ
、
事
業 

手
法
を
検
討
中
。
今
後
、
令

和
３
年
度
に
市
街
化
区
域
へ

編
入
予
定
。 

問 

実
現
へ
む
け
て
市
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
！ 

答 

天
美
・新
堂
と
同
様
、

引
き
続
き
協
力
し
て
い
く
。 

    

問 

松
原
の
「
教
育
」に
、

お
け
る
課
題
と
対
策
、
そ
の

優
先
順
位
は
？ 

答 

自
分
が
将
来
生
き
て
い

く
上
で
、
必
要
と
な
る
力

を
自
ら
考
え
身
に
つ
け
、
伸

ば
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
学
力
向
上

に
重
点
的
に
取
り
組
む
。  

          

⑴
風
し
ん
対
策
に
つ
い
て 

問 

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い

る
本
市
の
風
し
ん
対
策
は
？  

答 

子
ど
も
が
対
象
の
定

期
接
種
に
加
え
、
妊
娠
希

望
者
や
そ
の
配
偶
者
に
予

防
接
種
の
助
成
事
業
を
市

独
自
に
実
施
し
て
い
る
。 

問 

風
し
ん
の
発
生
及
び
蔓

延
、
予
防
は
？  

答 

国
に
お
い
て
、
感
染
拡

大
防
止
の
対
策
と
し
て
抗

体
保
有
率
の
低
い
世
代
の

男
性
に
定
期
接
種
を
開

始
。
今
後
も
抗
体
検
査
及

び
予
防
接
種
の
周
知
を
図

り
、
風
し
ん
の
発
生
及
び

蔓
延
の
予
防
に
努
め
る
。 

⑵
献
血
の
推
進
に
つ
い
て 

問 

本
市
に
お
け
る
献
血
の

取
り
組
み
状
況
は
？  

答 

松
原
市
献
血
推
進
協

議
会
や
大
阪
府
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、

献
血
推
進
ポ
ス
タ
ー
の
提

示
や
広
報
紙
に
よ
る
案
内
や

実
施
場
所
の
調
整
な
ど
、
事

業
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。 

問 

若
い
世
代
へ
、
献
血
の

知
識
や
必
要
性
の
周
知
の

取
り
組
み
は
？ 

答 

正
し
い
知
識
や
必
要
性

を
啓
発
し
な
が
ら
、
若
い
世

代
に
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
献
血
意
識
の

向
上
と
年
間
を
通
し
た
計

画
的
な
実
施
に
努
め
る
。 

  

問 

児
童
生
徒
、
教
職
員
に

心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
教
育

の
現
状
は
？ 

答 

小
学
校
高
学
年
、
中
学

校
で
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

知
識
や
緊
急
時
の
通
報
な

ど
の
学
習
を
実
施
。
教
職

員
は
心
肺
蘇
生
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
体
験
訓
練
を
毎
年
全

小
・中
学
校
で
実
施
。 

問 

小
学
校
・中
学
校
で
救

命
救
急
に
関
す
る
訓
練
の

実
施
の
状
況
は
？ 

答 

小
学
校
で
は
、
日
曜
参

観
日
に
保
護
者
と
児
童
を

対
象
に
避
難
訓
練
及
び
救

命
救
急
訓
練
を
実
施
。
中

学
校
で
は
、
生
徒
を
対
象

に
消
防
本
部
出
前
授
業
で

救
命
救
急
訓
練
を
実
施
。 

本定例会では以下の議員が個人質問されました！ 

公明党 

中尾 良作 

自由民主党 

池内 秀仁 

日本共産党 

福嶋 光広 

市
の
事
業
で
働
く
人
の
生

活
を
守
る
た
め
に 

ま
ち
づ
く
り
の「
西
高
東
低
」

の
解
消
に
む
け
て 

教
育
行
政
責
任
者
と
し
て

新
教
育
長
に
初
心
を
問
う
。 

国
・文
科
省
と
の
パ
イ
プ
役

を
し
っ
か
り
と
！ 

健
康
行
政
に
つ
い
て 

学
校
に
お
け
る
救
命
教
育
に

つ
い
て 

三
宅
西
５
・６
・７
丁
目
の 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 
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問 
｢

食
品
ロ
ス
削
減
の
推

進
に
関
す
る
法
律｣

が
公

布
さ
れ
た
が
、
本
市
の
現

状
の
取
り
組
み
は
？ 

答 

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

じ
情
報
発
信
し
て
い
る
。 

問 

災
害
備
蓄
食
料
品
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
は
？ 

答 

防
災
訓
練
な
ど
に
お

い
て
賞
味
期
限
の
古
い
も

の
か
ら
活
用
し
て
い
る
。 

問 

学
校
給
食
や
食
育
に

つ
い
て
は
？ 

答 

生
徒
に
よ
る
献
立
の

発
案
や
調
理
実
習
に
お
け

る
食
育
を
行
っ
て
い
る
。 

問 

市
民
・
事
業
者
へ
の
啓

発
に
つ
い
て
は
？ 

答 

広
報
に
よ
る
情
報
発

信
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

  

問 

本
市
の
現
状
は
？ 

答 

手
話
通
訳
士
の
配
置

や
要
約
筆
記
者
な
ど
の
派

遣
を
行
っ
て
い
る
。 

問 

ど
の
よ
う
な
助
成
が

あ
る
の
か
？ 

答 

軽
度
難
聴
児
に
対
す

る
補
聴
器
購
入
補
助
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。 

問 

教
育
現
場
で
の
現
状
は
？ 

答 

介
助
員
の
配
置
な
ど
個

人
に
添
っ
て
支
援
し
て
い
る
。 

問 
今
後
の
本
市
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
？ 

答 

全
て
の
障
が
い
者
が
地
域 

で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
支
援
を
推
進
し
て
い
く
。 

  

問 

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
や
課
題
は
い
か
が
か
？ 

答 

自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
れ
る
子
ど
も
の
育
成
に

重
点
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
、

小
学
校
の
指
導
体
制
の
構
築

が
課
題
と
考
え
て
い
る
。 

問 

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
指
導
協
力

員
の
配
置
と
利
点
は
？ 

答 

小
学
校
３
～
６
年
生
と
中

学
校
に
配
置
。
英
語
に
触
れ
て

の
習
得
に
加
え
、
異
文
化
に
触 

れ
ら
れ
る
効
果
が
あ
る
。 

問 

国
の
施
策
で
あ
る
※3

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
増
員
は
い
か
が
か
？ 

答 

検
討
し
て
い
き
た
い
。  

          

問 

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
現
況
は
？ 

答 

妊
産
婦
や
乳
幼
児
等

の
状
況
を
継
続
・
包
括
的
に

把
握
し
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
迄
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
い
助
産
師
や
保
健

師
が
個
別
面
談
を
実
施
。 

問 

産
後
ケ
ア
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て 

答 

退
院
後
４
カ
月
間
、
育
児

に
不
安
等
が
あ
る
方
に
阪
南
中

央
病
院
で
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
。
８
月
末
で
５
件
利
用
。 

  

問 

自
主
防
災
組
織
と
地

域
防
災
計
画
策
定
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て 

答 

自
主
防
災
組
織
は
24

団
体
。
今
後
、
地
域
に
お
け

る
地
区
防
災
計
画
の
策
定

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。 

問 

学
校
現
場
で
の
防
災
教

育
の
現
状
に
つ
い
て 

 

答 

被
災
地
訪
問
、
聞
き
取

り
、
定
期
的
な
避
難
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

問 

防
災
士
の
活
躍
の
場
に

つ
い
て 

答 

地
域
の
防
災
士
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
べ
く
防
災
活

動
に
参
加
・指
導
し
て
い
る
。 

問 

防
災
対
策
に
お
け
る
近

隣
市
と
の
連
携
は
？ 

答 

大
規
模
災
害
に
備
え
、

平
成
23
年
９
月
に
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
締
結
。 

  
 

 問 

新
堂
南
線
開
通
後
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て 

答 

交
通
利
便
性
の
向
上

等
に
よ
り
、
周
辺
施
設
の
利

用
が
増
加
し
た
。 

問 

大
塚
運
動
広
場
利
用
者

の
増
加
を
踏
ま
え
、
市
民
の

声
を
も
と
に
早
い
整
備
を
。 

答 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

休
憩
施
設
の
設
置
等
を
望

む
意
見
が
あ
っ
た
。 

問 

大
塚
運
動
広
場
駐
車

場
に
つ
い
て
、
地
域
の
希
望

を
聞
い
た
活
用
を
。 

答 

地
域
の
状
況
を
踏
ま

え
た
利
用
方
法
、
管
理
運 

営
も
含
め
検
証
を
進
め
る
。 

         

問 

新
マ
マ
さ
ん
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

に
応
え
ら
れ
る
支
援
を
。 

答 

様
々
な
家
庭
環
境
等

の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

き
ち
っ
と
し
た
状
況
を
把

握
し
、
様
々
な
資
源
の
活

用
に
よ
り
育
児
の
不
安
感
、

負
担
感
解
消
に
努
め
た
い
。 

 

問 

従
来
以
上
に
子
ど
も

た
ち
を
豊
か
に
育
む
施
設

と
し
て
行
政
の
責
務
は
重

大
。
保
育
方
針
は
？
施
設

整
備
面
で
の
具
体
は
？  

答 

児
童
が
幼
児
教
育
と

必
要
に
応
じ
て
保
育
を
一

緒
に
受
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
く
。
施

設
整
備
と
し
て
エ
ア
コ
ン
設

置
は
し
て
い
る
が
床
暖
房

は
設
置
し
て
い
な
い
。 

 

問 

食
育
の
施
設
と
し
て
あ

る
べ
き
姿
を
提
案
し
て
き

た
が
、
現
状
の
取
り
組
み
、

課
題
・
今
後
の
計
画
は
？ 

答 

食
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

体
験
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学

生
に
給
食
の
献
立
を
募
集

し
、
給
食
へ
の
使
用
や
実

際
に
調
理
し
、
試
食
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
今

後
は
考
え
て
い
る
。 

  

問 

雨
の
日
に
限
ら
ず
真

夏
の
猛
暑
や
凍
え
る
よ
う

な
寒
い
日
で
も
子
ど
も
た

ち
が
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る

年
齢
制
限
の
な
い
公
園
を
。 

答 

は
ー
と
ビ
ュ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
有
効
的
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

  

問 

近
年
、
保
育
士
・
看
護

師
不
足
は
ど
こ
の
自
治
体

で
も
深
刻
で
補
助
は
大
変

不
十
分
。
効
果
と
今
後
の

目
標
は
？ 

答 

保
育
士
及
び
看
護
師

住
宅
借
り
上
げ
支
援
事
業

を
実
施
。
働
き
や
す
い
環

境
を
整
備
し
、
就
業
継
続

及
び
離
職
防
止
に
繋
げ
定

住
促
進
に
も
繋
げ
て
い
く
。 

本定例会では以下の議員が個人質問されました！ 

日本共産党 

森田 夏江 

公明党 

三重松 清子 

公明党 

依田 眞美子 

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て 

聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る 

 

福
祉
施
策
に
つ
い
て 

学
校
教
育
の
国
際
化
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て 

激
甚
災
害
頻
発
の
昨
今
、

本
市
の
防
災
対
策
は 

産
後
の
支
援
に
つ
い
て 

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
活
用 

異
年
齢
で
も
遊
べ
る
雨
の
日

公
園
を 

保
育
士
と
看
護
師
の
家
賃

補
助 

※3 

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
の
こ
と
。 

西
大
塚
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て 
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 委員会協議会において以下の委員が一般質問を行いました！ 

問 市民プールの利用料金の設定や、リターン方式のコインロッ  

   カーへの変更等運営について再考し、また、温水プールにつ  

     いて検討すべき。  

答 利用状況の推移等を注視し、指定管理者と連携し協議した 

   いと考える。  

問 障害者のタクシーチケットサービス対象者が、心臓機能の再 

     認定により障害等級が変更となり、サービスが受けられなく      

     なった場合の対応について  

答 身体の機能、日常生活活動の制限度等により等級が決定さ    

      れるが、重度な１・２級の方について支援の充実ということ 

      で、現行制度を維持していきたい。  

森田 夏江 委員 

令和元年第３回定例会審議日程（予定） 

１１月２９日（金）  本会議初日 

１２月 ６日（金）  本会議（個人質問） 

     ９日（月）  本会議（個人質問） 

    １０日（火）    本会議（個人質問） 

    １２日（木）  福祉文教委員会 

    １３日（金）  総務建設委員会 

    １６日（月）  委員会予備日 

    １８日（水）  本会議（最終日） 

 

※上記審議日程はあくまで予定ですので、変更になる場合が 

  あります。あらかじめご了承下さい。 

問 シルバー人材センターの会員の平均年齢と年齢構成について  

答 平均年齢は、平成30年度で73.1歳となっており、年々上がっ 

      ている。年齢別では、60代が336人、70代が808人、80歳以 

   上が90人となっている。  

問 シルバー人材センターの会員の年齢層が年々上がってきており、 

       今後会員の確保が困難になる中で、業務内容に応じた請負金額 

       の見直し等も視野に入れた対策についてどのように考えるのか。  

答 多くの高齢者の方に生きがいを持って働いていただくことを 

     市として周知し支援していくことや、仕事内容や仕事量に応じ 

     た請負金額の見直しも含め、これから多くの高齢者の方が働 

     きやすい環境の整備について市として検討していきたい。  

問 朝学校に登校し下校するまで、エアコンのきいた教室で勉強 

     できるとしているが、エアコンの入った固定された教室ででき 

     ていない現状の認識について  

答 教科によって割り振られたエアコンが設置された教室を利用 

      したり、夏期は特別教室を普通教室として利用したり、各学   

   校で工夫しエアコン環境下で学習できており、また、今後子 

      どもたちにとってどのような形が一番良いのか検証もしてい 

      きたい。  

問 障害者手帳の対象とならない加齢による難聴に対する補聴 

      器購入助成の導入の検討について  

答   財源等の問題があり、現時点では難しいと考える。  

福嶋 光広 委員 

問 歳入のうちの市税徴収の取り組みについて  

答 納税相談をきちんと行ったうえで、納税意識が希薄である者 

   への財産の差し押さえなどを実施するとともに、夜間窓口や   

     休日窓口の拡充、大阪府域地方税徴収機構との連携、税務 

     研修による徴収職員の徴収スキルの向上を図っている。 

      また、将来の納税者である小・中学生を対象に租税教室 

     の開催など、納税意識の醸成に努めている。 

問 水道料金を下げることにより住民や企業に対して住みやすい 

     環境づくりにつながっていくと考えるがいかがか？  

答 水道事業を取り巻く環境はさまざま変わっていくものと常に認 

     識し、本市の水需要の状況をしっかり注視しながら、今後総 

     合的に調査研究をすすめていきたい。   

河内 徹 委員 

問 マイナンバー制度が国により導入されて約３年半、現在の交付状 

       況、マイナンバーカード取得によるメリットや今後の方針について  

答 令和元年８月31日現在で人口に対しての交付率は12.52％。 

       マイナンバーカードは、身分証明書、社会保障や税などの手 

       続の際の本人確認等に活用できるメリットがあり、今後、国 

      において、健康保険証として利用できるよう準備を進めてい 

      るなど聞いている。  

問 不燃・粗大ゴミの電話申し込みができない世帯や分別資源化セ 

   ンターの持ち込みができていない市民に対し、定期収集のように  

   収集日を設定する方が市民サービスにつながるのでは？  

答 電話申込制については、収集希望日にごみ出しができるなどメ 

        リットがあり、また、ごみ出しに困っている方に対し、ふれあい収 

        集などきめ細やかな対応に努めている。引き続き、よりよい制度 

      運用に努めていきたい。  

野口 真知子 委員 

中田 靖人 委員 

問 今後のまちづくりを見据え、市民ニーズを考えると、ぐるりん 

      号の土、日、祝日の運行や持続可能な運行のあり方など早 

      い段階での検討が必要と考えるがいかがか？  

答 土、日運行も含め、持続可能なぐるりん号の運行の在り方に 

      ついて、いろいろな角度からしっかり研究していきたい。  

問 ごみの収集運搬に対する明確な計画を早期に示す必要があ 

     るのではないか。  

答 ごみの減量化対策の協議会がスタートする中で、収集体制  

     など研究していきたい。  

池内 秀仁 委員 

問 市内の公共施設の運営に指定管理者制度を導入する場合 

      なぜ導入するのか、なぜその事業者かなどの説明責任を果 

      たし選定過程の透明性を示すべき。今後は、統一された審 

      査基準などの新しいルールをつくりそれを盛り込んだ新しい 

      指針で選定や運用を進めていただきたいがどうか。 

答 今までの経験で見えてきた部分を踏まえ、現在の「公の施設の指 

       定管理者制度運用基本指針」をより詳細に市として統一の基準 

       を盛り込んだものにするために他市の状況などを調査し研究して  

   いきたい。  

問 施設の管理方法の市民にとって不都合、ニーズに合ってい 

      ない部分を常に検証・改善するために施設管理者のモニタ  

   リング評価は重要である。そのモニタリング評価には市民ア 

   ンケートや外部評価などの方法があるが、市ではどのよう 

   な方法で実施しているのか。  

答 現在は、運営をしている指定管理者の自己評価と施設を所管す 

   る担当部署による評価を行っている。  

平野 良子 委員 
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

平成３０年度決算について審査を行いました！！ 

主な質疑については以下のとおりです。 

選 挙 費 全 般 

任期満了に伴う大阪府議会・市議会選挙の適正な執行を

はじめ、選挙管理委員会の運営、管理等の事務事業、市

民の投票意識の向上、啓発を実施。  

問 期日前投票所を増やす検討について   

答 現在は市役所1階市民ロビーで行っている。設置場所   

      等による投票の安全確保等、さまざまな問題がある    

      た め 、 他 市 を 参 考 に し な が ら 考 え て い き た い 。  

問 選挙啓発事業の具体的内容について  

答 選挙ポスターコンクールや、18歳で新たに選挙人名 

   簿に登録された方に対する啓発はがきの送付、出前 

   講座や中学校フェスタにおける模擬投票を実施。ま 

       た、市議会議員選挙の中で、親子で投票キャンペー 

       ン な ど を 行 い 、 積 極 的 に 啓 発 活 動 を 行 っ た 。  

その他の質疑 

    投票所の設置基準、投票区の検討、予算額に対する 

    決算額の乖離の要因、主権者教育の具体的内容、  

       親子で投票キャンペーンの成果について  

    

男 女 共 同 参 画 事 業 

松原市男女輝きまちづくり条例等に基づき、すべての人

がその個性と能力を十分に発揮することができる社会を

実現するため、市民セミナーやパネル展等による啓発事

業や相談事業、保育ボランティア派遣事業を実施。  

問 DVに関する事業についての平成29年度実績を踏ま  

   えて実施した平成30年度の内容について   

答 まず、庁内でのDV等連絡対策会議については、教育 
     委員会や都市整備部の部署も新たに加え、15課以上 
     の部署で連携を図り、情報共有し、また、相談に来て 
     もらいやすくするために、はーとビューなどでも実施 
     し、相談環境の整備を行っている。 

問 相談のハードルを下げるなど工夫したことによる相談 

   件数などの効果について  

答 例えば女性相談では、平成30年度は92件、平成29年度 
   は93件でほぼ横ばいとなっている。また、プチ起業カフェ 
   では、平成30年度は18名、平成29年度は16名で若干増えて 
   いる。 

その他の質疑 

   事業内容について     

防 犯 灯 ・ 防 犯 カ メ ラ 補 助 事 業 

安全なまちづくり対策として、町会が設置する防犯灯・防

犯カメラの設置費及び維持管理費の補助を行うことで 

街頭犯罪の減少に努めた。 

問 防犯灯と防犯カメラの設置状況とその情報の活用について 
 
答 平成30年度において、防犯灯9,240台、防犯カメラ766 

   台となっている。それぞれ補助助成事業をしており、 

   設置位置を把握している。その分布密度を勘案し、今 

      後の設置場所の選定に活用している。  

問 防犯灯のLED化率の状況について   

答 9,240灯の内7,427灯がLEDで、率としては80.4％となってい 

   る。平成31年度よりLED灯のみの補助助成としている。  

その他の質疑 

      新たに付け替える防犯カメラに係 

    る補助の周知について  

    

特 色 ・ 個 性 化 教 育 推 進 事 業 

園児・児童・生徒の生きる力を育み地域に開かれた魅力

と特色ある学校園づくりを推進するとともに、教職員の指

導力と資質向上のための研修及び指導資料の充実を 

図った。  

問 特色ある学校園づくりの具体的効果について  

答 例えば、第二中学校区の英語教育については、市が 

   目指す小学校、中学校の接続や、その具体的なカリ   

      キュラムづくりを進め、授業研究をもとに発信している。  

問 学力の向上について  

答 正答率について、国を1とした場合の今年度の小学校 

   の国語の対全国比は0.922（昨年度0.936）で若干下 

   回っているが、同じく算数は0.945（昨年度0.931）で若 

   干上昇している。中学校の国語は0.935（昨年度0.931） 

   で若干上昇しており、同じく数学は0.937（昨年度0.885） 

   で大きく上昇している。   

その他の質疑 

   事業内容、需用費の主な支出内容について  
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まつばら市議会だより （ザ・議会） 

空 き 家 対 策 事 業  

空き家所有者に対して、適正な管理と自主的な改善を促

進するとともに、改善がみられない特に管理不十分な空き 

家等について、空家法に基づく略式代執行を実施。  

問 特定空き家の認定件数、略式代執行の件数について  

答 特定空き家認定件数は72戸で、略式代執行の件数は 

      2件となっている。  

問 所有者と全く連絡が取れていない件数、所有者との 

      連絡手段の方法について  

答 連絡の取れていない空き家は2件。電話連絡が可能 

      なら電話をするが、基本的には文書で物件の現状や   

      改善するよう通知するとともに、危険空き家や耐震改 

      修の除却補助制度の説明のパンフレットも同封し、早 

      期改修の推進に取り組んでいる。  

その他の質疑 

      空き家対策事業の委託料・工事 

    請負費の内訳等について  

    

障 害 児 通 所 給 付 事 業  

早期療育の重要性への理解が進むことによるニーズの高

まりにより利用者が増加する中、障害児を対象とした通所

により基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活

への適応のための専門的な支援等を行った。  

問 児童発達支援などの5種類のサービスで利用の多 

   かったものは何か。  

答 放課後等デイサービス事業となっている。  

問 予算額に対して決算額との差の要因について  

答 平成30年度に国の報酬改定があり、1人当たりの単価 

   が下がったため。  

その他の質疑 

      事業の概要について  

    

防 災 設 備 整 備 事 業 

防災行政無線の維持管理や避難所看板の多言語化を行

うとともに、防災拠点の資機材等について、アルミマットや

段ボールベッドの計画的な整備を行った。また、火災等情

報提供システム、被災者支援システム、衛星携帯電話の 

運用を行い、防災体制の充実を図った。  

 問 衛星携帯電話の運用について  

 答 衛星携帯電話はMCA無線や電話が使えないときに、  

   衛星に直接電波を飛ばして、情報をやりとりすること 

   ができる。医師会や大阪府も配備しており、有事の際 

   の多様な情報手段の一つとして備えている。  

 問 被災者支援システムの活用状況について  

 答 平成30年台風21号の罹災証明発行業務において活 

   用し、迅速な対応ができた。   

その他の質疑 

   アルミマットや段ボールベッドの備蓄枚数と保管場所 

   について  

    

可燃ごみ処理業務、不燃物・粗大ごみ処理業務、

資 源 ご み 処 理 業 務 

市内で排出される可燃ごみ、不燃物・粗大ごみ、資源ごみ

を収集し、良好な住環境の保持及び再資源化に努めた。  

問 可燃ごみ、不燃物・粗大ごみ、資源ごみ処理の収集 

   量の推移について  

答 可燃ごみの収集量は、平成29年度が２万6,661ｔ、平成30年 

   度が２万7,153ｔ。不燃・粗大ごみの収集量は、平成29年度 

   が2,077ｔ、平成30年度が2,514ｔ。資源ごみの収集量は、平 

   成29年度が3,491ｔ、平成30年度が3,357ｔとなっている。  

問 不燃物・粗大ごみの電話申込み登録世帯数と全体の 

   登録世帯数率について  

答 平成31年３月末現在で３万9,873世帯となっており、全 

   体の約75％は登録世帯となっている。   

その他の質疑 

      可燃ごみ処理業務、不燃物・粗大ごみ処理業務、資 

      源ごみ処理業務に係るそれぞれの処理コスト、処理 

      単価について  
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観 光 事 業 ・ 観 光 協 会 運 営 管 理 事 業  

パンフレットや空撮観光PR動画、サービスエリアでの観光PR

物産展や南河内観光ＰＲプロモーションにより、本市の魅力の

効果的な情報発信を実施。また、観光情報発信による市外か

らの来訪者増加及び地域活性化に資するため、観光協会の

設立準備を行い、観光資源の掘り起こしと磨き上げを図った。 

問 南河内観光ＰＲプロモーションの内容について 

答 本市を含む南河内地域の認知度向上と観光資源のＰ 

   Ｒを目的とし、台湾で開催された台北国際博覧会で南 

     河内の観光ブースを出展した。 

問 観光協会設立の目的について 

答 観光協会を設立することにより、民間の独自性や自由 

       度を発揮して、行政が取り扱うことが難しい事業者や商品 

       関係の情報発信を行うことから、さまざまな観光資源を活 

       用し結びつける事業を展開することで、本市の観光振興 

       推進と経済の活性化に寄与するものと考える。   

その他の質疑 
      外国人観光客の受け入れ環境の現状、国内向けの観光 
   ＰＲの方法、サー ビスエリアでの観光ＰＲ物産展の実施  
                効果、観光協会会員数、会員のカテゴリーの違い、 

        今後、新規会員の獲得に向けての取り組みについて     

福
祉
文
教
委
員
会
所
管 

歳
入 

▽
諸
収
入
の
う
ち
雑
入
に
つ
い
て 

▽
生
活
保
護
費
等
返
還
金
・徴
収
金
に
係

る
不
納
欠
損
額
及
び
未
済
額
が
生
じ
た
要

因
及
び
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

総
務
費 

▽
非
核
平
和
事
業
に
お
け
る
事
業
内
容
、

過
去
２
年
間
に
実
施
し
た
非
核
平
和
展
の

来
場
者
数
、
経
費
の
内
訳
に
つ
い
て 

▽
国
際
交
流
事
業
に
お
け
る
事
業
内

容
、
ム
ー
ニ
ー
バ
レ
ー
市
を
選
定
し
た

経
緯
、
事
業
内
容
の
変
更
点
、
応
募
状

況
及
び
応
募
者
の
選
考
基
準
、
ム
ー

ニ
ー
バ
レ
ー
市
と
の
友
好
交
流
の
今
後 

に
つ
い
て 

▽
市
民
と
の
協
働
推
進
事
業
に
お
け 

る
事
業
目
的
及
び
内
容
、
今
後
の
事 

業
展
開
に
つ
い
て 

▽
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
に 

お
け
る
経
費
の
内
訳
、
再
認
証
取
得 

に
係
る
委
託
料
の
詳
細
、
再
認
証
を 

受
け
続
け
な
い
と
今
の
体
制
が
維
持 

で
き
な
い
か
の
検
討
の
有
無
に
つ
い
て 

▽
人
権
政
策
推
進
事
業
に
お
け
る
「
松 

原
市
自
殺
予
防
対
策
推
進
計
画
」
の
内 

容
及
び
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
事 

業
内
容
と
種
類
、
直
近
３
年
間
の
自
殺
者

数

の
推

移

及

び

内

訳

に
つ
い
て 

▽
文
化
施
設
運
営
管
理
事
業
に
お
い

て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い

る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
係
る
指
定
管

理

料

、
制

度

導

入

に
よ
る

市

民 

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
効
果
の
把
握
、
利 

用
者
数
の
推
移
に
つ
い
て  

民
生
費 

▽
松
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
助

成
事
業
に
お
け
る
財
源
内
訳
の
詳
細
、

労
務
対
価
の
他
市
比
較
に
つ
い
て  

▽
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
に

お
け
る
制
度
改
正
内
容
、
対
象
人 

数
に
つ
い
て 

▽
敬
老
祝
券
贈
与
事
業
に
お
け
る
祝 

券
の
使
用
状
況
、
換
金
率
及
び
利
用 

期
間
に
つ
い
て  

▽
ま
つ
ば
ら
テ
ラ
ス
（
輝
）
運
営
管
理 

事
業
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
講
座
の
利 

用
者
数
、
貸
館
の
利
用
率
に
つ
い
て 

▽
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
事
業
に
お
け

る
事
業
内
容
、
す
く
す
く
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
発
行
対
象
者
及
び
利
用
者
数
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数
の
伸 

び
率
に
つ
い
て  

▽
留
守
家
庭
児
童
会
室
運
営
事
業
に

お
い
て
、
新
た
に
平
成
30
年
度
よ
り
開

始
し
た
一
時
預
か
り
の
詳
細
、
留
守
家 

庭
児
童
会
室
の
待
機
児
童
の
有
無
、
保 

護
者
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て  

▽
生
活
保
護
事
業
に
お
け
る
事
業
内

容
、
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
健
康
診

断
の
受
診
を
推
進
す
る
必
要
性
に
つ
い
て  

▽
扶
助
費
中
、
増
加
傾
向
に
あ
る
生

活
保
護
費
に
お
け
る
今
後
に
つ
い
て 

▽
児
童
福
祉
費
負
担
金
に
お
け
る
平

成
30
年
度
の
収
入
未
済
額
及
び
過
年

度
か
ら
繰
り
越
し
た
金
額
、
平
成
30

年
度
の
保
育
料
の
総
額
、
保
育
料
の
収

納
率
及
び
推
移
、
保
育
料
未
納
者
に 

対
す
る
市
の
対
応
、
不
納
欠
損
額
が
生

じ
た
要
因
に
つ
い
て  

衛
生
費 

▽
健
康
診
査
事
業
に
お
け
る
基
本
健

康
診
査
の
対
象
者
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ

ク
の
受
診
率
、
健
康
診
査
の
受
診
勧
奨 

の
工
夫
に
つ
い
て 

▽
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
に
お
け
る

直
近
３
年
間
の
参
加
者
数
の
推
移
、
参 

加
者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

の
方
策
に
つ
い
て 

教
育
費 

▽
奨
学
基
金
費
に
お
け
る
奨
学
金
の

返
還
期
間
及
び
方
法
、
滞
納
状
況
及 

び
そ
の
対
応
に
つ
い
て  

▽
児
童
・
生
徒
理
解
活
動
（
心
の
教
育
）

推
進
事
業
の
事
業
目
的
、
経
費
の
内

訳
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の 

人
数
等
現
状
に
つ
い
て 

▽
国
際
化
教
育
推
進
事
業
に
お
け
る

事
業
内
容
、
報
酬
・賃
金
に
係
る
支
出
内

容
、
台
湾
台
北
市
と
の
交
流
事
業
に
係
る

経
費
の
内
訳
、
参
加
生
徒
の
選
考
基
準
、

現
地

で
の
交

流

内

容

及

び
参

加 

生
徒
の
帰
国
後
の
活
動
に
つ
い
て 

▽
放
課
後
学
習
等
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お
い

て
、
げ
ん
き
塾
の
利
用
人
数
、
利
用
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
様
子
、
春
休
み
に
げ
ん
き

塾
を
開
放
し
て
い
な
い
理
由
、
ア 

ド
バ
イ
ザ
ー
の
人
数
等
に
つ
い
て  

▽
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
整
備
事
業
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
設
置
状
況
及
び

来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
へ
の
対
応
の
可
否
、
タ
ブ
レ
ッ 

ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
有
効
に
活
用
し
た 

授
業
の
実
施
に
つ
い
て 

▽
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
に
お
け

る
需
用
費
の
内
訳
及
び
再
認
証
に
係

る
支
出
の
有
無
、
各
中
学
校
区
で
の
取

組
内
容
、
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ 

る
教
員
の
多
忙
化
に
つ
い
て 

▽
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
事
業
（
小

学
校
・
中
学
校
）
に
お
い
て
、
事
業
を
終

了
す
る
と
決
定
し
た
経
緯
及
び
事
業 

終
了
後
に
つ
い
て 

▽
幼
稚
園
支
援
教
育
運
営
事
業
に
お

け
る
支
援
を
必
要
と
す
る
園
児
数
及

び
主
な
理
由
、
教
育
支
援
員
の
必
要 

な
資
格
及
び
現
員
数
に
つ
い
て 

そ
の
他
の
質
疑 

消 費 者 対 策 事 業  

市民の消費生活の安定を図るため、専門の相談員によ

る消費生活相談を実施し、消費者被害の回復等に努め

たほか、弁護士による借金問題無料相談会を開催し

た。また、希望する高齢者世帯に対し、自動通話録音装

置の貸出を行い、電話をきっかけとする悪質商法の防

止に努めた。  

問 消費者生活相談における相談実績、詐欺による相 

   談件数について 

答 相談実績は平成30年度507件。詐欺による相談件 

   数は9件となっている。   

問 通話録音装置の貸出し実績及び今後の増数予定 

      について  

答  貸出し実績は、112件。今後については確実に貸与 

      できるよう在庫を確保しながら運営していきたい。   

その他の質疑 

      通話録音装置の貸出し 

      状況について  



12 

まつばら市議会だより （ザ・議会） 

▽
調
査
・
保
存
事
業
に
お
け
る
市
内
の

文
化
財
数
、
文
化
財
調
査
業
務
委
託
料

及

び

文

化

財

鑑

定

等

業

務

委

託 

料
の
内
容
に
つ
い
て  

▽
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
借
上
料
と
各
小

中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
普
通
教
室
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
等
借
上
料
の
相
違
点
、

児
童
生
徒
が
授
業
で
使
用
す
る
パ
ソ
コ 

ン
・タ
ブ
レ
ッ
ト
の
台
数
及
び
実
態
に
つ
い
て  

総
務
建
設
委
員
会
所
管 

歳
入
歳
出
決
算
の
総
括 

▽
市
税
の
収
入
未
済
額
の
理
由
、
現
年

課
税
分
と
滞
納
繰
越
分
に
お
け
る
不
能

欠
損
額
の
理
由
、
平
成
28
年
度
か
ら

現
年
課
税
分
徴
収
率
向
上
の
要
因
等 

に
つ
い
て 

▽
経
常
収
支
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率

の
府
下
及
び
類
似
団
体
に
お
け
る
順

位
、
自
主
財
源
を
増
や
す
た
め
の
行
財 

政
改
革
の
今
後
の
見
通
し
等
に
つ
い
て  

財
産
に
関
す
る
調
書
に
つ
い
て 

▽
普
通
財
産
の
内
容
、
平
成
30
年
度
の

売
払
い
収
入
額
と
売
払
い
収
入
目
標
額
、

売
払
い
可
能
な
土
地
の
数
、
雑
種
地
・原 

野
等
の
今
後
の
活
用
等
に
つ
い
て  

歳
入 

▽
市
営
住
宅
占
用
料
の
内
訳
、
家
賃
の

徴
収
率
、
現
年
度
分
の
未
収
額
、
滞
納

繰
越
分
の
全
体
に
占
め
る
割
合
、
家
賃 

を
払
え
な
い
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て  

総
務
費 

▽
職
員
研
修
事
業
の
不
執
行
額
の
要
因
、

研
修
の
具
体
的
な
内
容
、
中
央
省
庁
へ
の

職
員
の
派
遣
先
、
庁
内
で
の
研
修
内 

容
・効
果
等
に
つ
い
て 

▽
職
員
採
用
試
験
事
業
の
不
執
行
額

の
要
因
、
募
集
人
数
の
積
算
根
拠
、
平

成

30

年

度

の
倍

率

等

に
つ
い
て 

▽
職
員
貸
与
用
被
服
事
業
の
平
成
30

年
度
の
購
入
被
服
の
内
容
、
毎
年
対
応

な
の
か
否
か
、
職
員
と
一
目
で
わ
か
る

被
服
の
導
入
の
検
討
等
に
つ
い
て 

▽
広
報
等
発
行
事
業
の
予
算
額
と
決

算
額
の
乖
離
、
入
札
頻
度
、
入
札
時
の

重
点
項
目
、
公
共
施
設
・
公
共
施
設
以

外
の
配
置
場
所
、
テ
ー
プ
広
報
・ 

点
字
広
報
の
件
数
等
に
つ
い
て 

▽
庁
舎
管
理
事
業
に
お
け
る
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
設
置
時
期
、
運
用
の
ラ
ン
ニ
ン
グ 

コ
ス
ト
等
に
つ
い
て 

▽
松
原
が
ん
ば
る
市
民
応
援
事
業
の

目
的
、
交
付
種
目
、
内
訳
、
国
内
外
の

大
会
の
交
付
状
況
、
平
成
30
年
度
の

大
会
出
場
成
績
、
新
規
の
交
付
件
数 

等
に
つ
い
て 

▽
ふ
る
さ
と
応
援
感
謝
事
業
の
平
成

30
年
度
の
当
初
の
見
込
み
件
数
と
実 

績
件
数
、
返
礼
品
目
数
等
に
つ
い
て 

▽
松
原
市
Ｐ
Ｒ
事
業
に
お
け
る
委
託
先

の
数
、
ラ
ジ
オ
番
組
続
行
の
有
無
、 

今
後
の
再
開
の
見
通
し
等
に
つ
い
て 

▽
第
５
次
総
合
計
画
策
定
事
業
の
第
５

次
総
合
計
画
書
の
冊
子
は
委
託
料
に
含

ま
れ
る
の
か
、
本
編
・
概
要
版
・
子
ど
も

版
の
配
布
先
、
転
入
者
に
対
し
て
の
配 

布
状
況
、
検
証
頻
度
、
検
証
結
果
に
つ 

い
て 

▽
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
事
業
の
平

成
30
年
度
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

枚
数
と
累
計
枚
数
、
交
付
に
係
る
経 

費
と
活
用
範
囲
等
に
つ
い
て 

衛
生
費 

▽
家
庭
用
燃
料
電
池
設
置
促
進
事
業

の
予
算
の
根
拠
、
不
用
額
の
要
因
、
周

知
方
法
、
今
後
の
見
通
し
等
に
つ
い
て 

▽
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
啓
発
事
業
の

目
的
、
具
体
的
な
実
施
内
容
、
パ
ト

ロ
ー
ル
の
頻
度
・
目
的
、
啓
発
看
板
の
配

布
件
数
、
啓
発
に
対
し
て
の
評
価
、
市

民
活
動
の
把
握
状
況
、
今
後
の
取 

り
組
み
等
に
つ
い
て 

産
業
経
済
費 

▽
地
産
地
消
普
及
促
進
事
業
に
お
け
る
市

内
の
出
店
事
業
者
数
、
出
店
に
際
し
て 

の
工
夫
等
に
つ
い
て 

▽
松
原
市
地
元
特
産
物
等
輸
出
支
援

事
業
の
概
要
、
経
緯
、
実
績
、
輸
出
分

の
年
商
、
委
託
先
、
輸
出
先
、
旅
費
の 

内
訳
等
に
つ
い
て 

土
木
費 

▽
法
定
外
公
共
物
管
理
業
務
・
道
路
台

帳
修
正
事
務
の
経
費
の
内
訳
、
新
シ
ス

テ
ム
の
導
入
時
期
・
運
用
費
・
メ
リ
ッ

ト
、
道
路
台
帳
修
正
事
務
の
委
託
料
の 

内
訳
等
に
つ
い
て 

▽
道
路
清
掃
等
業
務
に
お
け
る
清
掃

場
所
・
清
掃
頻
度
・
効
果
、
平
成
29
年

度
の
決
算
額
と
平
成
30
年
度
の
決
算

額
の
推
移
、
委
託
料
の
内
訳
等
に
つ
い
て 

▽
公
園
等
施
設
管
理
費
及
び
公
園
施

設
整
備
事
業
の
概
要
・
経
費
の
内
訳
、

公
園
管
理
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
遊 

具
の
改
修
件
数
等
に
つ
い
て 

▽
道
路
新
設
及
び
改
良
工
事
に
お
け

る
不
執
行
額
の
要
因
、
天
美
南
16
号

線
道
路
改
良
事
業
の
工
事
完
了
予
定 

等
に
つ
い
て 

▽
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
の
予
算

額
と
決
算
額
の
乖
離
、
平
成
28
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
執
行
額
に
つ
い 

て ▽
市
営
小
川
団
地
整
備
事
業
の
子
育

て
世
帯
・
若
者
単
身
世
帯
の
戸
数
、
小

川
団
地
建
て
替
え
戸
数
、
特
定
入
居
の

内
容
、
今
後
の
建
て
替
え
計
画
等
に
つ 

い
て 

  

消
防
費 

▽
災
害
対
策
費
の
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
借
上
料
の
内
訳
・
活
用
状
況
等
に
つ 

い
て 

▽
災
害
対
策
事
業
に
お
け
る
防
災
訓

練
の
参
加
人
数
、
町
会
の
取
り
組
み
、

自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況
、
医
療
備

蓄
物
資
の
内
容
、
災
害
時
応
援
協 

定
の
内
容
等
に
つ
い
て 

▽
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
配

備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
お
け
る
機
器

の
更
新
時
期
、
小
・
中
学
校
・
コ
ン
ビ
ニ
エ 

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
管
理
状
況
等
に
つ
い
て  

松
原
市
水
道
事
業
会
計  

▽
経
営
改
善
に
よ
る
持
続
可
能
な
運

営
に
お
け
る
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
の

検
討
、
建
設
改
良
費
中
、
配
水
管
老
朽

化

対

策

の
執

行

実

績

に
つ
い
て 

▽
営
業
利
益
の
対
前
年
度
比
増
額
の

理
由
、
長
期
前
受
金
戻
入
の
内
容
に
つ 

い
て 

松
原
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

▽
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
る
国
保
会

計
へ
の
影
響
、
今
後
の
被
保
険
者
の
減

少
に
係
る
影
響
、 

保
険
料
減
免
が
平

成
29
年
度
に
対
し
ど
の
く
ら
い
減
少
し

た
か
、
累
積
赤
字
解
消
へ
の
対
応
策
、

特
定
検
診
の
受
診
率
向
上
の
対
策
に
つ 

い
て 

▽
保
険
給
付
費
等
交
付
金
中
、
保
険
者

努
力
支
援
分
及
び
都
道
府
県
繰
入
金

の
内
容
、
交
付
金
増
額
に
つ
い
て
の
方

策
、
特
定
検
診
勧
奨
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ 

ン
グ
に
つ
い
て  

松
原
市
下
水
道
事
業
会
計 

▽
下
水
道
使
用
料
に
お
け
る
収
入
率
の

前
年
度
と
差
が
生
じ
た
要
因
に
つ
い
て  

 

松
原
市
介
護
保
険
特
別
会
計 

▽
認
定
者
数
の
増
加
に
対
し
、
受
給
者

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
考

察
、
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
伴
う
事
業

者
の
負
担
、
保
険
料
軽
減
の
た
め
の
基

金
利
用
額
及
び
積
立
金
残
額
、
収
支
が 

黒
字
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て 

▽
介
護
保
険
事
業
計
画
第
三
者
評
価

委
員
会
の
委
員
数
、
委
員
構
成
、
会
議

内
容
、
開
催
実
績
、
利
用
者
の
意
見
集 

約
に
つ
い
て  

松
原
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計  

▽
歳
入
歳
出
と
も
に
増
加
し
て
い
る
要

因
、
今
後
の
給
付
費
の
見
通
し
に
つ
い
て  

本会議・委員会の様子は、市ホームページを経由してＹｏｕＴｕｂｅで視聴することができ

ますので、是非ご覧ください。ホームページへはこちらのQRコードからアクセスできま

す。 

もしくは、http://www.city.matsubara.lg.jp 

よりアクセスをお願いします。 

スマホでスキャンしてや！！ 

松原市議会 

※
議
員
（
委
員
）
の
質
疑
内
容
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
答
弁
を
含
む
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 


